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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第57期
第３四半期
連結累計期間

第58期
第３四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 7,987,953 7,784,995 11,338,957

経常利益 (千円) 121,789 69,156 321,953

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) 19,690 △6,949 138,466

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 69,006 74,540 218,982

純資産額 (千円) 5,305,208 5,482,732 5,441,584

総資産額 (千円) 9,454,881 9,716,500 9,054,520

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は１株当たり四半期純損
失金額(△)

(円) 3.00 △1.07 21.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.1 55.2 59.0
 

　

回次
第57期
第３四半期
連結会計期間

第58期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △10.82 △15.44
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　第58期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３　第57期及び第57期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、各種経済政策などを背景に円安、株高が進行し、

緩やかな景気回復の兆しが見られたものの、消費増税や海外経済の低迷などが懸念され、景気の先行き

は依然として不透明な状況で推移しました。

　このような経済情勢のもと、当社グループは、地域に密着した積極的な営業活動を推進し、新剤及び

主力商品の拡販並びに新たな販路の開拓に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は７７億８千４百万円（前年同期比２．５％減）とな

りました。 利益面につきましては、営業利益は６千５百万円（前年同期比３４．２％減）、経常利益

は６千９百万円（前年同期比４３．２％減）、四半期純損失は６百万円（前年同期は四半期純利益１千

９百万円）となりました。

　当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の概況については、以下のとおりであります。

〔緑化関連薬剤・資材事業〕

ゴルフ場業界の厳しい事業環境のなか、子会社との連携を一層強化し、ゴルフ場向けを中心に前

期後半に上市した新剤や主力商品の拡販並びに肥料等の拡販に努めました。

この結果、当事業の売上高は５８億８千６百万円（前年同期比１．０％増）、営業利益は２億９

千９百万円（前年同期比１．９％減）となりました。

〔産業用薬品事業〕

紙の国内需要が低迷するなか、異物除去剤、スライムコントロール剤及び防腐剤は比較的堅調に

推移し、剥離コーティング剤もほぼ前年並みで推移しました。

この結果、当事業の売上高は１２億７千８百万円（前年同期比４．０％増）、営業利益は７千２

百万円（前年同期比２．１％減）となりました。
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〔土木緑化工事事業〕

公共工事は依然として厳しい事業環境のなか、環境・防災関連工事や災害復旧工事を含めたゴル

フ場関連工事の受注活動に努めました。

この結果、当事業の売上高は２億８千２百万円（前年同期比４８．７％減）、営業損失は６千１

百万円（前年同期は営業損失６千３百万円）となりました。

〔その他〕

その他は、保険代理業・リース業及び食品添加物の販売などで、当事業の売上高は３億３千８百

万円（前年同期比１１．３％減）、営業利益は４千４百万円（前年同期比１９．２％減）となりま

した。

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は９７億１千６百万円で、前連結会計年度末に比べ６億６千１

百万円の増加となりました。

 これは、流動資産が５億７千８百万円の増加、固定資産が８千３百万円の増加によるものです。

 負債は４２億３千３百万円で、前連結会計年度末に比べ６億２千万円の増加となりました。

　これは、流動負債が５億５千８百万円の増加、固定負債が６千２百万円の増加によるものです。

　純資産は５４億８千２百万円で、前連結会計年度末に比べ４千１百万円の増加となりました。

　この結果、自己資本比率は５５．２％となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は１億７千２百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,691,300 6,691,300
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 6,691,300 6,691,300 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ― 6,691,300 ― 1,102,428 ― 1,328,851
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載

することができませんので、直前の基準日である平成25年９月30日の株主名簿により記載しておりま

す。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式普通株式 192,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,436
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式 6,436,000

単元未満株式
普通株式

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式 63,300

発行済株式総数 6,691,300 ― ―

総株主の議決権 ― 6,436 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権1個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式506株、証券保管振替機構名義の株式200株が含ま

れております。

　

② 【自己株式等】

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社理研グリーン

東京都台東区東上野４丁
目８―１

192,000 ― 192,000 2.88

計 ― 192,000 ― 192,000 2.88
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、芙蓉監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 698,450 1,739,866

受取手形及び売掛金
※１ 3,113,441 ※１ 1,868,264

リース投資資産 175,537 179,601

商品及び製品 1,775,321 2,104,285

仕掛品 28,639 34,942

原材料及び貯蔵品 301,691 409,004

未成工事支出金 23,102 297,288

その他 168,583 225,593

貸倒引当金 △13,467 △9,002

流動資産合計 6,271,301 6,849,844

固定資産

有形固定資産

土地 1,141,922 1,141,922

その他（純額） 382,454 346,781

有形固定資産合計 1,524,376 1,488,703

無形固定資産

のれん 92,514 113,576

その他 9,821 8,470

無形固定資産合計 102,336 122,046

投資その他の資産

投資有価証券 392,805 501,677

リース投資資産 262,729 296,384

ゴルフ会員権 244,095 240,220

その他 441,103 401,807

貸倒引当金 △184,228 △184,183

投資その他の資産合計 1,156,505 1,255,906

固定資産合計 2,783,218 2,866,656

資産合計 9,054,520 9,716,500
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 1,914,764 ※１ 2,498,145

リース債務 188,358 183,322

未払法人税等 102,716 28,796

賞与引当金 141,145 55,282

その他 357,079 497,156

流動負債合計 2,704,064 3,262,703

固定負債

リース債務 262,525 302,418

退職給付引当金 461,079 477,509

役員退職慰労引当金 124,432 123,270

その他 60,832 67,866

固定負債合計 908,870 971,065

負債合計 3,612,935 4,233,768

純資産の部

株主資本

資本金 1,102,428 1,102,428

資本剰余金 1,328,851 1,328,851

利益剰余金 2,838,627 2,799,178

自己株式 △48,582 △49,215

株主資本合計 5,221,325 5,181,243

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 121,281 181,977

その他の包括利益累計額合計 121,281 181,977

少数株主持分 98,978 119,511

純資産合計 5,441,584 5,482,732

負債純資産合計 9,054,520 9,716,500
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 7,987,953 7,784,995

売上原価 5,891,335 5,728,403

売上総利益 2,096,617 2,056,591

販売費及び一般管理費 1,997,816 1,991,533

営業利益 98,801 65,058

営業外収益

受取利息 167 140

受取配当金 1,975 2,079

持分法による投資利益 8,857 －

受取賃貸料 4,842 6,492

貸倒引当金戻入額 1,254 4,362

雑収入 11,668 4,024

営業外収益合計 28,766 17,098

営業外費用

支払利息 245 292

持分法による投資損失 － 7,668

為替差損 3,117 4,940

雑損失 2,415 100

営業外費用合計 5,779 13,001

経常利益 121,789 69,156

特別利益

固定資産売却益 － 21

受取保険金 200 －

特別利益合計 200 21

特別損失

固定資産廃棄損 82 186

ゴルフ会員権評価損 1,870 2,100

特別損失合計 1,952 2,286

税金等調整前四半期純利益 120,037 66,891

法人税等 89,472 64,146

少数株主損益調整前四半期純利益 30,564 2,745

少数株主利益 10,874 9,694

四半期純利益又は四半期純損失（△） 19,690 △6,949
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 30,564 2,745

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 38,441 71,794

その他の包括利益合計 38,441 71,794

四半期包括利益 69,006 74,540

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 54,988 53,747

少数株主に係る四半期包括利益 14,017 20,792
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
 

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 108,930千円 90,535千円

支払手形 68,602 〃 66,543 〃
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

１ 売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

当社グループの緑化関連薬剤・資材事業の販売はその商品性により第３四半期連結会計期間は不需要

期にあたります。そのため第３四半期連結会計期間は、その他の四半期連結会計期間と比べて、売上高

は著しく減少するといった季節的要因があります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

１ 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 80,113千円 68,422千円

のれんの償却額 6,938 〃 8,938〃
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 32,805 5.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 32,499 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
(千円)
(注)１

調整額
(千円)
(注)２

四半期連
結損益計
算書
(千円)
(注)３

　　売上高       

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

5,826,577 1,229,233 550,458 381,684 ─ 7,987,953

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

52,814 ─ 1,200 22,409 △76,424 ─

計 5,879,391 1,229,233 551,658 404,094 △76,424 7,987,953

　　セグメント利益又は
　　損失(△)

305,599 74,492 △63,684 55,014 △272,620 98,801
 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業・リース業及び食品添加

物の販売を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△272,620千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

緑化関連
薬剤・
資材事業
(千円)

産業用薬品
事業
(千円)

土木緑化
工事事業
(千円)

その他
(千円)
(注)１

調整額
(千円)
(注)２

四半期連
結損益計
算書
(千円)
(注)３

　　売上高       

　(1) 外部顧客に対する
　　　売上高

5,886,220 1,278,078 282,324 338,372 ― 7,784,995

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

14,278 ― 3,323 17,840 △35,441 ―

計 5,900,499 1,278,078 285,647 356,212 △35,441 7,784,995

　　セグメント利益又は
　　損失(△)

299,728 72,892 △61,693 44,452 △290,320 65,058
 

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業・リース業及び食品添加

物の販売を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△290,320千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)及び算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)

3円00銭 △1円07銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) 19,690 △6,949

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(千円)

19,690 △6,949

普通株式の期中平均株式数(株) 6,560,531 6,498,785
 

(注)１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

２．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

こと及び１株当たり四半期純損失金額のため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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芙蓉監査法人

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   大   塚   高   徳   印

指定社員
業務執行社員

 公認会計士   鈴      木      潤   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年２月６日

株式会社理研グリーン

取締役会  御中

　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社理研グリーンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成
25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社理研グリーン及び連結子会社の平
成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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